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2022 年度 事業報告 

 

はじめに 

2013 年 6 月にカンボジア・プノンペンで開催された第 37 回ユネスコ世界遺産委員会において、富士山が「富士

山ー信仰の対象と芸術の源泉」として世界文化遺産に登録されてから本年で 10 年目を迎えました。2020 年の新

型コロナ感染症の拡大後、富士山を取り巻く環境にもさまざまな変化がありましたが、2022 年の夏山シーズンの登

山者数は、感染症拡大前の 2019 年比で約 70%まで回復し、7 月 1 日から 9 月 10 日までの両県 4 つの登山口の

登山者数の合計は約 16 万人でした。 

当法人は昨年に引き続き、世界遺産富士山の保全とその普遍的価値の後世への継承のため、静岡・山梨両県

との連携を強化し、富士山の幅広い PR・啓発活動を実施いたしました。「ふじさんゼロゴミアクション」では富士山麓

の清掃活動を継続的に実施し、併せて情報発信を行いました。また、富士山周辺の新しい魅力を発信するプロジ

ェクト「富士山ロングトレイル」の運営推進に連携・協力し、富士山の保全と情報発信に努めました。 

2022 年の主要な活動を以下に報告いたします。 
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１ 各種委員会の運営  

 

1） 運営委員会 

日時 1 月 27 日（木）、3 月 8 日（火）、4 月 13 日（水）、5 月 23 日（月）、6 月 22 日（水）、 

7 月 25 日（月）、9 月 20 日（火）、10 月 25 日（火）、11 月 24 日(木)、12 月 20 日(火)   

計  10 回 

場所 富士山世界遺産国民会議事務局 

内容 活動内容の検討と活動報告  

 

2） 評議員会 

日時 1 月 25 日（火）/第 89 回、 3 月 8 日（月）/第 90 回、 4 月 25 日（月）/第 91 回、 

 6 月 14 日（火）/第 92 回、 7 月 19 日(火)/第 93 回、 9 月 21 日(水)/第 94 回、 

      11 月 8 日(火)/第 95 回、 12 月 20 日(火)/第 96 回 

計 8 回 

場所 富士山世界遺産国民会議事務局/キャピタル・アドバイザイリー株式会社会議室 

内容 活動内容の検討と活動報告 

 

２    オブザーバー出席した各種会議 

 

１） 富士山世界文化遺産協議会 

第 16 回富士山世界文化遺産協議会は書面により開催されました。 

２） 富士山世界文化遺産学術委員会 

第 18 回  日時  2 月 4 日（金） 

場所  WEB 開催 

第 19 回  日時  11 月 15 日（火） 

形式  都道府県会館（東京・千代田区） 

 

３） 富士山利用者負担専門委員会 

第 12 回   日時  2 月 21 日（月） 

場所  WEB 開催 
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３ 主催および共催事業 

 

●「富士山書き初め 2022」について 

5 回目となる「富士山書き初め」は、小学生低学年と高学年、中学生、高校生の 4 部門合わせて、1 万 3292 作品

の応募がありました。新聞紙上や Web サイト、SNS で各部門の最優秀賞、山梨県知事賞、静岡県知事賞、毎日新

聞社特別賞、富士山世界遺産国民会議賞を発表して、受賞者へ賞状と副賞が贈られました。 

なお、「富士山書き初め」は今回をもって、事業を休止することとなりました。2017 年度以来 5 年間に渡りまして、応

募された皆様、関係者の皆様には、多大なるご支援ご協力を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。 

 

① 1 月 6 日(水)毎日新聞全国朝刊で受賞者が発表されました。

 

 

② 1 月 11 日(水)毎日新聞夕刊に「富士山書き初め 2022」特集記事が掲載されました。 
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③ 山梨日日新聞、静岡新聞に地元各県の受賞者紹介の記事が掲載されました。 

 1 月 28 日 山梨日日新聞 

 1 月 29 日 静岡新聞 

 2 月 15 日 山梨日日新聞 

 

④ 静岡・山梨両県の富士山世界遺産センターで受賞作品の巡回展示を行いました。  

■静岡県富士山世界遺産センター １月 27 日(木)～2 月７日（月） 
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■山梨県立富士山世界遺産センター 2 月 10 日(木)～2 月 20 日(日) 

    

 

⑤ 「富士山書き初め 2022」および過去の受賞作品集は、富士山会議ホームページのアーカイブからダウンロード

できます。   https://www.mtfuji.or.jp/knowledge/kakizome/ 

    

 

 

●富士
ふ じ

の国
く に

づくりキッズ・スタディ・プログラムについて  

「富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム」教材 WEB 配布サイトを 2023 年 3 月 31 日（金）をもって終了すること

になりました。当サイトは 2018 年 1 月に開設し、富士山の文化的価値を子供たちに継承し富士山を大切にする

心を育む教材として、また世界文化遺産富士山の情報提供戦略の一つに位置付けられているプログラムとしての

役割を果たしてきました。郵送やサイトを利用してダウンロードされた教材は、サイト終了後も教育目的に限り使用

可能となります。教材利用の新規申請は、2022 年 12 月 20 日（火）までの受け付けをもって終了しました。 

 

https://www.mtfuji.or.jp/knowledge/kakizome/
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４ ふじさんゼロゴミアクション 

一般社団法人マウントフジトレイルクラブと連携して「ふじさんゼロゴミアクション」の活動を推進しています。 

今年度も継続的に富士山周辺で清掃活動を実施しました。 

 

●清掃活動 

①1 月 23 日(日)24(月)に山梨県富士河口湖町の富士山麓、国道 139 号線沿いで清掃活動を行いました。前年

12 月に続いて、ゴミの種類分析調査を実施しました。携帯電話の位置情報データを活用し、人の流れとゴミの増

減を分析しようという試みです。分析結果によって、効果的なゴミの啓発活動につなげる目的があります。 

1 月 23 日 メンバー：5 名 可燃ゴミ：33.9kg 不燃ゴミ：20.6kg(ビンカン)33.8kg(粗大) 合計：88.3kg 

1 月 24 日 メンバー：6 名 可燃ゴミ：18.5 kg 不燃ゴミ：14.8 kg(ビンカン)6.1 kg(粗大) 合計：39.4 kg 

協力：山梨県富士河口湖町 助成事業：ビッグデータを活用した実証実験事業(国土交通省) 

   

②4 月 25 日、静岡県富士市国道 469 号線沿いの清掃活動を実施しました。回収したゴミの量は、合計 71.1kg。こ

のエリアは昨年 12 月 17 日に清掃しましたが、新たなゴミがポイ捨てされている状況です。観光シーズンも始まり、

交通量も多くなりました。気持ちよく富士山を楽しんでもらえるように、引き続き清掃活動を実施していきます。 

   

③5 月 23 日、山梨県の青木ヶ原樹海エリアで清掃活動を実施し、104kg のゴミを回収しました。清掃した場所は、

2020 年の秋にも行っており、一旦はゴミがゼロになった場所です。1 年半でこれだけ多くのゴミが捨てられていて、

とても残念に思います。ゴミを捨てられないような環境を目指していますが、まだまだ遠い理想なのかもしれません。

行政や自治体、企業、環境保全団体、地域の方々と、もっと協力してアイディアを出したり、頻度を上げて清掃と啓

発に取り組みたいと思います。 
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④6 月 13 日、山梨県の青木ヶ原樹海エリアの清掃を実施し、40.7kg のゴミを回収しました。行楽シーズンで、富士

山周辺の観光客も増えてきました。夏季の活動は、富士山の五合目から山頂までを予定しています。 

   

⑤10 月 15 日、山梨県の青木ヶ原樹海エリアで清掃活動を実施しました。今回は富士山世界遺産国民会議の会

員社である KOKUSAI GROUP 様と OAG グループ様のみなさま計 86 名が参加して、可燃ゴミ 26.5kg、不燃ゴミ

3.3kg、ビン・缶 14kg、計 43.8kg のゴミを回収しました。清掃活動終了後は、一般社団法人マウントフジトレイルクラ

ブ太田安彦代表理事から、富士山のゴミと SDGｓについてレクチャーしました。 

   

   
⑥12 月 9 日に山梨県の本栖湖と精進湖の間に位置するパノラマ台の粗大ゴミを回収しました。この場所にはかつ

ては茶屋が存在してトイレも設置されていましたが、やがて閉所となり、空き缶や空き瓶、施設の残骸がゴミとして多

く残っています。トレイルランニング関係者や環境保護団体などが中心となって、これらのゴミの清掃活動が進めら

れています。今回、ふじさんゼロゴミアクションとしては、粗大ゴミを回収する役目を務めました。パノラマ台の北東

斜面に投棄されていた仮設トイレや建造物の残骸を分解・回収し、麓の精進湖まで総量 160kg のゴミを担ぎ下ろし

ました。斜面にはまだまだ大量のゴミが残っています。いろいろな組織やボランティアの方々と協力しながら、綺麗

な自然へと戻せたらと思っています。 
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⑦12 月 9 日に続いて、12 月 23 日に山梨県の本栖湖と精進湖の間に位置するパノラマ台の清掃活動を実施しま

した。残っていた仮設トイレを分解して麓まで担ぎ下ろして、数十年以上に渡り残されていた粗大ごみをすべて回

収することができました。この日の活動では 170kg のゴミを回収しました。しかし、このポイントには、投棄された空き

缶や空き瓶などがまだ大量に残されていますので、本当にきれいな新しい景色のためには、今後も継続的な活動

が必要です。パノラマ台は、富士山や青木ヶ原樹海、河口湖、西湖、精進湖、本栖湖が一望できて、多くの登山者

に愛されています。これからも富士山や周辺の自然を守るために、活動を続けていけたらと思っています。 

  

   

 

 

 

 

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/12/12144211/IMG_0267.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/12/12145530/IMG_0300.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/12/12151615/IMG_0022.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/12/12152348/IMG_0040.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/12/12144223/IMG_0274.jpg
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●その他の活動 

①「ふじさんゼロゴミアクション」の活動を紹介する動画を YouTube にアップしました。清掃活動の様子やゴミの分

析作業、効果的な啓発の模索など、日頃の活動を紹介しています。富士山が好きな人や環境保全に興味がある

人にぜひご覧いただきたい内容です。富士山からゴミを無くすために、これからも活動を推進していきます。 

動画はこちらから☞ https://youtu.be/fVrdVIkO9co 

           
②3 月 22 日(火)に開催されたウェビナー「位置情報で読み解く交通・観光 DX 成果発表会～国土交通省「ビッグ

データ活用による旅客流動分析 実証実験事業」において、2021 年 12 月～2022 年 2 月に実施した「富士山周

辺におけるビッグデータを活用したゼロゴミアクション」の報告を行いました(報告者：マウントフジトレイルクラブ太田

安彦代表理事)。事業概要は、富士山周辺におけるゴミのポイ捨てについて、ビッグデータや現地調査などを用

い、人流とポイ捨ての関連性について把握・分析し、効果的な清掃活動や広報活動などに繋げることで課題解決

を図り、将来的な「ゼロゴミ」を目指すというものです。 

今回の調査対象地域は、山梨県富士河口湖町を中心とした鳴沢村および富士吉田市の一部を含むエリアの山梨

県道 71 号線と国道 139 号線沿いです。報告書によると、ゴミの内容は飲食に関するものが多く、タバコの吸い殻も

目立ちました。人目につきにくいエリアでは、粗大ゴミやタイヤなどの産業廃棄物も見つかりました。 

ビッグデータの人流や交通量データを分析して、ゴミの排出源（者）を推測し、その対象者への具体的な対策案な

どが報告されました。「ふじさんゼロゴミアクション」としては、本事業成果や今後の活動の最終成果として、5 年後

の富士山周辺におけるゴミのポイ捨てゼロを目指します。 

 

③11 月 26 日(土）、山梨県鳴沢村の富士緑の休暇村をベースに「ふじさんゼロゴミトリップ」が開催されました。

2020 年以来 2 回目の開催の今回は、樹海ウォークとゴミ拾いと SDGｓ講座の 3 部構成で、12 名の参加者が集まり

ました。 

  

https://youtu.be/fVrdVIkO9co
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第 1 部は池川利雄さん(NORTH FOOT TREK GUIDES 代表)による青木ヶ原樹海ネイチャーウォーク。青木ヶ原

樹海の森や洞窟を歩いて、森の成り立ちや動植物がどう繋がって生きているかなどを解説。自然の繋がりの大切さ

を学びました。 

  

第 2 部は道の駅なるさわ周辺の国道 139 号線沿いでゴミ拾い。黄色い液体の入ったペットボトルに衝撃を受け、

ポイ捨てされた食べ物のポリ袋を拾い、富士山周辺のゴミ問題の現実を体験しました。1 時間弱の活動で約 20kg

のゴミを回収しました。 

  

第 3 部は本田亮さん（環境マンガ家・国連 WFP 協会理事）による「ユーモアイラストで楽しく紐解くＳＤＧｓ」講座。

世界各地を旅した本田さんが、現地で実際に体験した話や感じたことを交えながら、ＳＤＧｓの 17 のゴールをユー

モアイラストでわかりやすく解説。富士山のゴミ問題について、今回の講座のために新たなイラストを描いてくれまし

た。 

  

 富士山のゴミ問題を描いたイラスト 

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/11/28185840/IMG_9823.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/11/28191808/IMG_9707.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/11/28192000/IMG_9709.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/11/28191521/IMG_9752.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2022/11/28191526/IMG_9768.jpg
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５ 富士山ロングトレイル 

① 富士山ロングトレイルのコースの特徴や魅力をモデルコースを踏まえながら紹介していく「富士山ぐるりトレイル

コース紹介」が山梨日日新聞に連載されました。  

■1月12日： ④ 天下茶屋～三ツ峠～新倉山浅間公園 ■1月26日 ⑤ 不動湯～大権首峠～杓子山 

           

 

■2月9日： 6⃣ 富士見峠～黒岳～富士見台～越前岳  ■2月23日： 7⃣ 板取沢～黒岳～御坂峠 
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■3月9日 8⃣ 石割山～大棚ノ頭～高指山         ■3月23日： 9⃣ 西湖いやしの里根場～王岳～鍵掛峠 

             

  

■4月6日：➉烏帽子岳～パノラマ台～中之倉峠   ■4月20日：⑪村山浅間神社～大石寺～白糸の滝 
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■5月11日： ⑫スズラン群生地～黒岳～新道峠  ■5月25日： ⑬田貫湖～小田貫湿原～A沢貯水池 

       

              

■6 月 22 日： ⑭ A 沢貯水池～端足峠～竜ヶ岳 
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②4 月 9 日(土)に安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター（長野県小諸市）で開催された第 9 回ロング

トレイルシンポジウムで、一般社団法人マウントフジトレイルクラブの太田安彦代表理事が「富士山ロングトレイ

ル」の概要と魅力について発表しました。インバウンドからも人気がある富士山地域のロングトレイル

として、参加者からも注目を集めました。 

  

③ハイキング、トレッキング、登山を企画の中心とする旅行会社アルパインツアーサービス株式会社から、「富士山

ロングトレイルを歩く」がツアー商品として発売されました。2022 年の第 1 弾は「NORTH～御坂・三ツ峠エリア～」 

4 日間 4 月 10 日(日)発と「EAST 忍野・山中湖エリア～」4 日間 6 月 5 日(日)出発のツアーです。 

              

④6 月 16 日に特定非営利活動法人日本ロングトレイル協会が「JAPAN TRAIL®」構想を公表しました。国内各地

には同協会に加盟しているロングトレイル運営団体が約 30 あり、富士山ロングトレイルも加盟しています。これれの

トレイルと長距離自然歩道、登山道、既存の散策路などを沖縄から北海道までつなぎ、日本最長となる全長約 1

万ｋｍの「JAPAN TRAIL®」構想とその第 1 次ルートが発表されました。富士山ロングトレイルでも撮影が行われた

スペシャルムービーを下記よりご覧ください。   

  

■5 分フルバージョン👉https://youtu.be/oiUzwAYrk6A 

■60 秒バージョン👉https://youtu.be/888ntm4iBs8 

■JAPAN TRAIL 公式サイト👉https://japantrail.jp 

https://youtu.be/oiUzwAYrk6A
https://youtu.be/888ntm4iBs8
https://japantrail.jp/
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⑤富士山ロングトレイル運営スタッフが「石割山登山道補修プロジェクト」に参加 

令和４年度環境省グリーンエキスパート事業「石割山登山道補修プロジェクト」が 5 月 27 日〜6 月 5 日に山梨県

山中湖村で実施され、富士山ロングトレイル運営スタッフが参加しました。洗堀や崩壊が進む石割山周辺の登山

道を「植生の復元」を目指しながら修復することを目的とするこのプロジェクトで、登山道の補修と生態系の復元に

ついて学びました。石割山は富士山ロングトレイルのコース上に位置しています。 

    
11 月 29 日～12 月 4 日には第 2 弾が実施され、運営スタッフ 4 名が参加しました。富士山ロングトレイル運営委

員会は今回の学びを生かして、コースの保全・管理や自然環境の復元に取り組み、富士山域の環境保全に貢献

していくことをめざします。 

               

⑥11 月 19 日(土)に山梨県富士吉田市の富士山駅 Q-Sta で開催された「JAPAN TRAIL」写真展のトークショーに

一般社団法人マウウントフジトレイルクラブの太田安彦代表理事と富士山会議大庭事務局長が参加して、「富士山

ロングトレイル」の概要と魅力を紹介しました。この写真展は写真家・小平尚典さんが撮影したもので、富士山ロン

グトレイルをはじめ日本各地のトレイルで撮影した写真が展示され、11 月 18 日から 27 日まで開催されました。会

場の参加者からは、「富士山ロングトレイルを 1 周してみたいので、日数がどれぐらいかかるか教えて欲しい」等の

質問がありました。 
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６  PR/啓発活動および後援事業 

 

1） 富士山インタビューVol.95～Vol.99 をリリース 

 

「富士山インタビュー」Vol.95～Vol.99 を新たにリリース、啓発の幅の拡大を図りました。 

 

Vol.95  内藤武正：富士宮市役所企画部富士山世界遺産課主幹兼企画係長 

Vol.96  河野清夏：フジヤマミュージアム学芸員 

Vol.97  中村修：七合目日の出館 ７代目・富士山吉田口旅館組合長・写真家 

Vol.98  野沢藤司：河口湖ステラシアター、河口湖円形ホール館長 

Vol.99  三浦早苗：ダイビング＆トレッキングぴっころ代表 

       

２） PR/啓発活動他  

 

●富士山周辺のトレイルランニングレースでの P R活動 

5月 21日（土）に開催された女性のためのトレイルラン大会「第 1回富士山麓 WOMEN’s TRAIL 

RUN」で、出場者への参加賞として「アリガト山ゼロゴミポーチ」の提供、ホームページへのバナー掲

出、富士山会議と「ふじさんゼロゴミアクション」の会場での紹介ナレーションなどの P R活動を実施

しました。 
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●2022 年来訪者管理戦略の PR について 

富士登山オフィシャルサイトにアップされた「混雑を避けて、安全・快適な富士登山へ」をホームページニュース欄

と Facebook ページで紹介しました。 

  
 

●「富士登山～異なる魅力、4 つの登山道～」動画紹介について 

富士山の 4 つの登山道について、「日本富士山協会」はそれぞれに異なる魅力を持つ登山道の特徴を伝えるた

め、各ルートを登って山小屋に泊まり山頂を目指すという想定の紹介動画を作成しました。同協会に協力して、6

本の動画をホームページニュース欄と Facebook ページで紹介しました。 

① 吉田口登山道 麓から五合目編: https://youtu.be/3GL9cBp07wQ 

② 吉田口登山道 五合目から山頂編: https://youtu.be/1MIaNf6BOrs 

③ 須走口登山道編: https://youtu.be/-jzE3KGoN2g 

④ 御殿場口登山道編:  https://youtu.be/oVtnvbiXYCU 

⑤ 富士宮口登山道編: https://youtu.be/ff2Y9ANOlUQ 

⑥ お鉢巡り編: https://youtu.be/OroKEPWZRRs 

                 

https://youtu.be/3GL9cBp07wQ
https://youtu.be/1MIaNf6BOrs
https://youtu.be/-jzE3KGoN2g
https://youtu.be/oVtnvbiXYCU
https://youtu.be/ff2Y9ANOlUQ
https://youtu.be/OroKEPWZRRs


                                            18 

●「東北の高校生の富士登山 2022」を応援 

女性として初のエベレスト登頂に成功した登山家の故・田部井淳子さんが「日本一の山を登ることで自信をつけ、 

東日本大震災からの復興の力になってほしい」と企画した「東北の高校生の富士登山」が 7 月 26 日（火）～28 日

（木）に開催され、参加した高校生 30 人全員が 27 日午前に富士山に登頂しました。今回も、富士山会議からは参

加者に、アリガト山ゼロゴミポーチ・ポストカード・OS-1・ビニールケース・クリアファイルをプレゼントして応援しました。 

  

※田部井淳子基金ホームページより転載 

 

●富士山御殿場口新 5 合目にて「アリガト山ゼロゴミポーチ」配布 

富士山御殿場口新 5 合目に 7 月 10 日～9 月 10 日の夏山シーズン中に開設されたマウントフジトレイルステーシ

ョンで来場者にアリガト山ゼロゴミポーチをステッカーを配布し、PR 活動を実施しました。 

配布数：アリガト山ゼロゴミポーチ：150 ステッカー1500 枚 

   

 

●「富士山環境美化後期クリーン作戦」について 

公益財団法人富士山をきれいにする会（野口英一理事長）は、9 月 9 日(金)に「富士山環境美化後期クリーン作

戦 2022」を実施しました。今年は 3 年ぶりに一般公募の参加も可能となり、富士山会議事務局も参加しました。32

団体と個人計約 230 名が参加して、富士山 5 合目周辺の登山道や駐車場、ロータリーなどで、タバコの吸い殻や

マスク、空き缶・空き瓶、ビニールなどのゴミを拾いました。回収したゴミは、可燃物が約 50 キロ、不燃物が約 30 キ

ロでした。   
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●「ルノー・ジャポン」イベント会場でのチャリティについて 

10 月 16 日(日)に山梨県の山中湖交流プラザきららで開催された「第 14 回ルノー カングー ジャンボリー 2022」の

会場で実施されたチャリティで集まった募金が、ルノー・ジャポン様より富士山基金に寄付されました。イベントは大

盛況で募金総額は 126,693 円となりました。Web サイトのイベントページには富士山会議の紹介が掲出されました。 

  

 

●「明日の富士山を考える」シンポジウムについて 

11 月 16 日(水)に山梨県富士吉田市のふじさんホールで、富士山の保全や観光について話し合うシンポジウム

「明日の富士山を考える」（主催：山梨県、共催：富士吉田市）が開催されました。 

冒頭で山梨県から、来訪者管理や環境問題などの富士山の現状と課題の説明がありました。その後、富士山会議

小田全宏運営委員長がコーディネーターを務め、環境優良車普及機構の岩村敬会長、富士山五合目観光協会

の小佐野昇一会長、上智大学の織朱實教授、富士山科学研究所の藤井敏嗣所長、富士吉田市の堀内茂市長、

東京大学大学院の山本清龍教授によるパネルディスカッションが行われ、富士山の来訪者増加に伴う環境負荷へ

の軽減や観光地としてのあり方について、各パネリストの意見が交換されました。 

  

 

 

●「国際山岳年プラス 20 シンポジウム in 黒部」について 

「国際山岳年」の制定 20 年を記念した「国際山岳年プラス 20 シンポジウム in 黒部」が 12 月 10，11 日に富山県

黒部市で開催され、国内外の研究者らが集い、山岳地帯の自然環境の保全や人々の暮らしの持続的な発展を目

指して熱心な報告やディスカッションが行われました。セッション 5「山岳地域の観光利用拡大による注意点」では、

東京大学大学院農学生命科学研究科の山本清龍准教授が、山岳観光地を取り巻く環境の変化と対応～富士山

と尾瀬の事例から」と題して、富士山の過剰利用の問題や新型コロナの感染拡大による登山者の変化について報

告しました。富士山会議は当シンポジウムに協賛し、会場スクリーンでのロゴ掲出と、報告書（2023 年 3 月発行予

定）への広告掲載を行います。 
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７  富士山基金事業と富士山基金への寄付 

富士山基金は 2006 年 7 月 1 日に設立。幅広い募金活動を通じて、世界文化遺産富士山の文化的景観を未来に

継承するための運動を、地元静岡・山梨はもちろんのこと広く全国にアピールし、富士山の保全管理活動を国・地

方自治体だけに頼るのではない、新しい官民一体の運動体とすることで、国民の環境や日本の文化に対する意識

改革につなげることを目的としています。 

2021 年度末富士山基金残高 :         7,530,308 円 

2022 年度富士山基金募金額 :         9,548,681 円（6,548,621 円と利息 60 円） 

2022 年度富士山基金取崩額 :       △7,416,413 円（振込手数料と残高証明書発行手数料含む） 

2022 年度末累計残高 :               9,662,756 円 

 

 

１．2022 年度富士山基金を利用した PR/啓発等の活動                           

１）「富士
ふ じ

の国
く に

づくりキッズ・スタディ・プログラム」の推進 

   2018 年 1 月 15 日(月)にスタートした教材のオンライン配布サイトの運営・管理と普及活動を継続しました。 

    金額   1,043,440 円 

 

2）ホームページおよび SNS での PR 推進 

   さまざまな分野で富士山に関わる活動を続けている方々に登場していただき、富士山との出合い、関わり方と

その歴史、富士山への思い等を紹介する富士山インタビューをはじめとするホームページのコンテンツ制作
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や SNS での情報発信を推進しています。 

    金額   2,209,849 円 

 

3）富士山書き初めコンテストの実施 

2017 年から開始した、若年層への世界文化遺産富士山の啓発のための企画です。5 回目のコンテストには

13,293 作品の応募がありました。 

金額  3,037,872 円 

 

4）「ふじさんゼロゴミアクション」の推進 

山梨県・静岡県の富士山麓の清掃活動を 1 月から 12 月までの期間に合計 8 回実施したほか、一般参加者 

を募集する「ふじさんゼロゴミトリップ」を開催しました。 

金額  1,121,959 円 

 

 

２．2022 年度主な富士山基金寄付 

 

   
   

寄付者 金額

goodbymarket 30,000

株式会社中川政七商店 75,436

菅原工芸硝子株式会社 20,520

鈴木訓夫 100,000

ベネフィット・ワン 97,100

山梨中央銀行 3,315,300

株式会社テラモト 2,200

静岡銀行 2,153,419

静岡県理容生活衛生同業組合 沼津支部 5,000

延武司子 6,000

米久株式会社 2,776,000

株式会社ルーク 9,350

牛島博臣 4,243

弁護士法人あいち刑事事件総合法律事務所 10,000

株式会社美好商会 10,000

株式会社東海コクボ 690,000

ルノー・ジャポン株式会社 124,053

合計 9,548,621

（敬称略/順不同） （単位:円）

※寄付者数:18

※匿名希望の方は表記しておりません。



書式第１７号（法第２８条関係）

（単位：円）

Ⅰ　資産の部
１　流動資産

現金預金
現金 2,248
普通預金みずほ銀行築地支店 9,028,922
普通預金静岡銀行東京支店 8,350

前払費用
前払家賃 289,644
ソリマチ㈱ 33,000
Zoom 14,689
三菱ＨＣビジネスリース㈱ 6,116
東京センチュリーリース㈱ 3,667

　流　動　資　産　合　計 9,386,636
２　固定資産

(1)有形固定資産
什器備品
　会議室用大テーブル 1
　シュレッダー 1
　液晶薄型テレビ 1
　デスクトップＰＣ 1
　ノートＰＣ 1
　デスクトップＰＣ 1
　レノボＰＣ 65,791
　ノートＰＣ 55,331
　電話・ＬＡＮ工事一式 293,916
　スマートフォン一式 122,051
有形固定資産計 537,095

(2)無形固定資産
無形固定資産計 0

(3)投資その他の資産計
敷金 1,200,000
富士山基金特定預金（ゆうちょ銀行） 2,299,429
富士山基金特定預金（静岡銀行東京支店普通） 1,598,647
富士山基金特定預金（みずほ銀行虎ノ門支店） 2,272,631
富士山基金特定預金（山梨中央銀行東京支店） 3,491,869
投資その他の資産計 10,862,576

　固　定　資　産　合　計 11,399,671

資　　産　　合　　計 20,786,307

Ⅱ　負債の部
１　流動負債

未払金
派遣職員費 221,945
通信費 23,503
荷造運賃 2,827
業務委託費 16,000
コピー代 18,518

　流　動　負　債　合　計 282,793
２　固定負債
　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 282,793

正　　味　　財　　産 20,503,514

2022年度　　財産目録
2022年12月31日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議



書式第１５号（法第２８条関係）

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 9,039,520

前払費用 347,116

　流　動　資　産　合　計 9,386,636

２　固定資産

(1)有形固定資産

器具什器 537,095

有形固定資産計 537,095

(2)無形固定資産

無形固定資産計 0

(3)投資その他の資産

　　敷金 1,200,000

富士山基金特定預金 9,662,576

投資その他の資産計 10,862,576

　固　定　資　産　合　計 11,399,671

資　　産　　合　　計 20,786,307

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 282,793

　流　動　負　債　合　計 282,793

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 282,793

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 15,234,967

 当期正味財産増減額 5,268,547

 正味財産合計 20,503,514

負債及び正味財産合計 20,786,307

2022年度  貸借対照表
2022年12月31日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議



書式第１３号（法第２８条関係）　　

（単位：円）

Ⅰ　経常収益
１　受取会費

正会員受取会費 210,000

一般寄附金 23,800,000
基金寄附金 9,548,621

３　その他収益
実費弁償金収入 1,490,720

156
受取利息 132 35,049,629

経常収益計 35,049,629
Ⅱ　経常費用

１　事業費
(1)人件費

派遣職員費 2,251,937
人件費計 2,251,937

PR活動費 5,907,179
研究費 127,910
ＩＴ関連費 1,771,500
会議費 67,674
通信費 273,194
荷造運賃 62,854
接待交際費 32,830
旅費交通費 911,920
消耗品費 100,380
印刷費 293,158
地代家賃 2,777,097
リース料 52,856
業務委託費 12,372,916
その他経費計 24,751,468

27,003,405
２　管理費

(1)人件費
派遣職員費 562,985
法定福利費 36,617
人件費計 599,602

福利厚生費 11,420
通信費 133,021
業務委託費 560,000
消耗品費 123,109
備品費 22,110
新聞図書費 124,108
修繕費 31,350
地代家賃 694,276
租税公課 500
リース料 13,212
支払手数料 88,313
会議費 116,034
保守料 45,320
減価償却費 215,302
その他経費計 2,178,075

2,777,677
29,781,082
5,268,547

Ⅲ　経常外収益

0
Ⅳ　経常外費用

　
0

当期正味財産増減額 5,268,547
前期繰越正味財産額 15,234,967

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 20,503,514

経常外収益計

経常外費用計

2022年1月1日から2022年12月31日まで

(2)その他経費

事業費計

(2)その他経費

管理費計

当期経常増減額
経常費用計

2022年度　　活動計算書

科 目

２　受取寄附金

金 額

特定非営利活動法人富士山世界遺産国民会議

雑収入



書式第１６号（法第２８条関係）

１． 重要な会計方針
　　
　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　 固定資産の減価償却の方法

　 引当金の計上基準

　 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

２． 事業別損益の状況
（単位：円）

富士山
世界遺産事業 　　事業 　　事業 　　事業

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ　経常収益
受取会費 210,000 210,000 0 210,000
受取寄附金 33,348,621 33,348,621 0 33,348,621
その他収益 1,491,008 1,491,008 0 1,491,008

経常収益計 35,049,629 35,049,629 0 35,049,629
Ⅱ　経常費用

人件費
派遣職員費 2,251,937 2,251,937 562,985 2,814,922
法定福利費 0 0 36,617 36,617
人件費計 2,251,937 2,251,937 599,602 2,851,539
その他経費
ＰＲ活動費 5,907,179 5,907,179 0 5,907,179
研究費 127,910 127,910 0 127,910
ＩＴ関連費 1,771,500 1,771,500 0 1,771,500
会議費 67,674 67,674 116,034 183,708
福利厚生費 0 11,420 11,420
通信費 273,194 273,194 133,021 406,215
荷造運賃 62,854 62,854 0 62,854
接待交際費 32,830 32,830 0 32,830
旅費交通費 911,920 911,920 0 911,920
消耗品費 100,380 100,380 123,109 223,489
印刷費 293,158 293,158 0 293,158
地代家賃 2,777,097 2,777,097 694,276 3,471,373
リース料 52,856 52,856 13,212 66,068
業務委託費 12,372,916 12,372,916 560,000 12,932,916
備品費 0 0 22,110 22,110
新聞図書費 0 0 124,108 124,108
修繕費 0 0 31,350 31,350
租税公課 0 0 500 500
支払手数料 0 0 88,313 88,313
保守料 0 0 45,320 45,320
減価償却費 0 0 215,302 215,302
その他経費計 24,751,468 24,751,468 2,178,075 26,929,543

経常費用計 27,003,405 27,003,405 2,777,677 29,781,082
当期経常増減額 8,046,224 8,046,224 -2,777,677 5,268,547

３． 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単位：円）

内容 金額 算定方法

４． 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りである。
当法人の正味財産は20,503,514円であるが、そのうち9,662,576円は、下記のように使途が特定されている。
したがって使途が制約されていない正味財産は10,840,938円である。

（単位：円）
期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
7,530,308 9,548,681 7,416,413 9,662,576

合計 7,530,308 9,548,681 7,416,413 9,662,576

科目

 １．
 ２．
 ３．

2022年度　　計算書類の注記

（１）

（２）

（３）

（４）

（２）

　計算書類の作成は、ＮＰＯ法人会計基準(2010年7月20日/2011年11月20日一部改正/ＮＰＯ法人会計基準協議会)によっている。

棚卸資産の評価は最終仕入原価法によるが、重要性の乏しいものは評価していない。

建物付属設備及び什器備品の減価償却は定額法によっている。

引当金計上の必要性がないため、計上していない。

富士山基金

（１）

内容

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議

当期増加額のうち60円は、富士山基金特定預金
の受取利息分である。

備考

施設の提供等の物的サービスを受けた場合には活動計算書に計上する。

該当なし



５． 固定資産の増減内訳
（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
有形固定資産

什器備品 1,902,396 150,216 2,052,612 1,515,517 537,095
投資その他の資産

敷金 1,200,000 1,200,000 1,200,000
7,530,308 9,548,681 7,416,413 9,662,576 9,662,576

合計 10,632,704 9,698,897 7,416,413 12,915,188 1,515,517 11,399,671

６． 借入金の増減内訳
（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

７． 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りである。

（単位：円）
計算書類に計
上された金額

内役員及び近
親者との取引

（活動計算書）
受取会費 210,000 50,000
受取寄附金 33,348,621 13,500,000
ＰＲ活動費 5,907,179 2,695,343
新聞図書費 124,108 119,808

活動計算書計 39,589,908 16,365,151

（貸借対照表）

貸借対照表計 0 0

８．
　・　事業費と管理費の按分方法

　・　その他の事業に係る資産の状況

富士山基金特定預金

科目

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費に共通する経費のうち、派遣職員費、通信費、地代家賃、リース料は使用割合に基づき按分している。

該当なし

科目

科目
該当なし
合計


